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木
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

陽だまりに花開く福寿草

新
し
き
年
の
初
め
の
…
…
…
と

万
葉
の
祝
い
歌
を
思
い
つ
つ
、
元

日
紙
上
の
墨
書

「萬
祥
」
を
見
る
。

―
多
く
の
め
で
た
い
こ
と
の
意
―

ひ

つ
じ

今
年
の
干
支
は
未
。
未
は
未
来

に
通
じ
、
羊
は
古
代
か
ら
人
と
共

存
し
、
美
の
象
徴
と
し
て
も
敬
愛

さ
れ
て
き
た
。
大
き
な
立
派
な
羊

を
文
字
形
成
し
て

「美
」
と
表
示

し
て
も
い
る
。

吉
祥
、
飛
翔
、
萬
祥
と
、
め
で

た
い
時
の
代
名
詞
に
も
言
い
継
が
い
さか

れ
て
き
た
事
か
ら
も
、
今
年
は
評

い
を
鎮
め
、
吉
事
山
積
す
る
良
い

年
に
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

初
物
を
尊
び
神
仏
に
供
え
、
人

に
分
け
て
喜
び
合
う
風
習
は
日
本

人
特
性
の
よ
う
で
、
初
日
の
出
、

は

つ

初
詣
、
初
参
り
等
元
日
は

「初
」

が
飛
び
交
い
、
そ
し
て
初
便
り
が

舞
い
込
む
。

年
に

一
度
の
書
面
の
中
に
、
市

田
柿
賞
味
礼
賛
の
礼
状
を
何
通
か

目
に
す
る
。
今
年
か
ら
新
し
い
仕

立
て
方
法
が
導
入
さ
れ
て

一
段
と

旨
味
も
上
昇
し
た
と
の
こ
と
、
地

域
産
業
振
興
に
寄
せ
る
有
難
い
評

価
が
嬉
し
い
。

今
春
、
公
民
館
活
動
二
年
目
の

区
切
り
を
迎
え
る
。
各
地
区
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
お
力
添
え
に
感
謝
申

し
上
げ
、
共
に
結
ば
れ
た
絆
を
糧

と
し
て
、
新
し
い
気
持
ち
で
次
年

度

へ
繋
い
で
い
き
た
い
。
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

大
屋
敷
清
利

道
路
関
係
で
は
、
ふ
る

さ
と
農
道
県
営
湯
が
洞
線

は
、
林
豊
氏
宅
南
か
ら
竜

西
線
ま
で
、
三
月
ま
で
の
工
期

で
工
事
が
始
ま

っ
て
い
る
。

朝
霧
の
里
整
備
事
業
の
中
で

行
わ
れ
た
唐
沢
線
の
拡
幅
工
事

の
仕
上
げ
と
し
て
、
舗
装
が
三

月
十
日
ま
で
の
工
期
で
行
わ
れ

る
。五
区
会
所
北
の
坪
井
線
は
、

町
単
道
路
改
良
工
事
と
し
て
西

半
分
は
完
成
し
、
そ
の
続
き
か

ら
夕
映
え
道
路
方
面

へ
工
期
三

月
二
十
日
で
工
事
中
で
あ
る
。

下
市
田
駅
前
線
は
、
町
単
道

路
改
良
工
事
と
し
て
竣
工
三
月

二
十
日
と
い
う
こ
と
で
工
事
が

行
わ
れ
る
。

農
免
道
路
は
、
北
工
区
堤
防

下
か
ら
南

へ
三
二
〇
メ
ー
ト
ル

エ
期
二
月
十
四
日
で
工
事
が
始

ま
る
。
下
水
道
関
係
の
工
事
も
着
々

と
進
行
し
て
い
る
。
国
道
地
下

歩
道
周
辺
、
区
民
会
館
南
二
箇

所
、
羽
根
線
方
面
の
計
四
箇
所

の
入
札
が
年
末
に
行
わ
れ
二
月

末
を
工
期
と
し
て
行
わ
れ
る
。

萩
山
神
社
の
春
の
祭
典
は
、

二
月
二
十
九

・
三
十
日
に
行
わ

れ
る
。
伝
統
の
獅
子
舞

ｏ
囃
子

屋
台
の
芸
能
発
表
会
も
例
年
通

り
準
備
に
入
る
よ
う
進
め
ら
れ

て
い
る
．
特
に
本
年
は
、
新
調

し
た
囃
子
屋
台
の
お
披
露
目
に

新
春
を
迎
え
区
民
各
位

の
ご

健
勝
を
祈
念
致
し
ま
す
。

二
十

一
世
紀
を
迎
え
た
ば
か

り
の
頃

の
何
と
な
く
抱

い
た
期

待
感
も
萎
む
ば
か
り
の
昨
今

で

は
あ
る
が
、
昨
年
は
ノ
ー
ベ
ル

賞

の
Ｗ
受

賞
、

高
森

町

で
は

「
あ
さ
ぎ
り
の
郷
」
開
業
、
「
蘭

ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
高
森
」
の
開
園
、

有
放

の
改
修
な
ど
期
待
を
持
た

せ
る
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
は
う

れ
し
い
。

い
よ
い
よ
年
・度
末
を
迎
え
る
。

二
年
間
の
任
期

で
ご
苦
労
い
た

だ
い
た
区
内

の
諸
役

の
交
代

の

時
期
で
あ
る
。
み
ん
な
で
背
負

っ

て
進
ん
で
い
く
下
市
田
区
で
あ

っ

て
ほ
し
い
と
願
ち

て
い
る
。

十
二
月
か
ら
全
世
帯
燃
や
す

ゴ
ミ
収
集

に
伴
い
、
下
市
田
区

内

に
も

ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
七
十

箇
所
設
置
さ
れ
た
。
設
置
に
あ

た

っ
て
場
所

の
選
定
、
グ

ル
ー

プ
作
り
、
常
会
加
入
未
加
入
、

管
理
や
運
営
上

の
問
題
等
を
克

服
し
、
常
会
や
部
落

の
枠
を
超

え
て
設
置
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

町
民
参
加

の
町
作
り
の
実
践

の

場

で
も
あ

っ
た
感
が
す
る
。
と

か
く
人
任
せ
に
な
り
が
ち

で
あ

る
が
、
各
自
が
責
任
を
持

っ
て

愛
護
育
成
し
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。

も
な
る
。
今
年
の
獅
子
曳
き
は
、

一
・
二

・
四
区
の
担
当
で
あ
る
。

又
、
昨
年
新
し
い
試
み
と
し
て

始
め
た
獅
子
曳
き
の
わ
ら
じ
作

り
講
習
会
を
開
き
、
自
前
で
わ

ら
じ
を
作

っ
た
り
後
継
者
の
育

成
も
し
て
い
く
よ
う
計
画
さ
れ

て
い
る
。
今
年
の
春
祭
り
も
伝

統
を
守
り
盛
大
に
で
き
る
こ
と

を
願

っ
て
い
る
。

委
員
会
活
動
報
告

消
防
委
員
長

中

村

敏

彦

区
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
消
防
活
動

に

つ
き
ま
し

て
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
消
防
委
員

の
任
務
は

各
区
の
消
火
栓

・
格
納
庫

・
ホ
ー

ス
の
更
新

・
新
調
、
又
中
小
河

川

の
実
態
調
査
等
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
は
六
月
十
八

日
に
消
火
栓
及
び
格
納
庫
の
点

検
、
ホ
ー
ス
の
更
新

・
修
理
、

格
納
庫
の
更
新
等
に
つ
い
て
区

三
役

・
消
防
委
員
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
又
六
月
二
十
三
日
に

中
小
河
川

・
新
井
堤

・
間
ケ
沢

堤

ｏ
牧
ノ
内
堤

ｏ
新
堤

・
ひ
ょ

う
た
ん
堤

・
新
井
井

ｏ
長
詞
ケ

洞

・
順
礼
沢
の
見
回
り
を
行
い
、

今
回
南
大
島
川

・
大
島
川
各
河

川
共
に
土
砂

・
ゴ
ミ

●
竹

・
草

等
が
多
く
、
取
り
除
い
て
お
き

ま
し
た
。

又
区
民
の
皆
様

に
は
防
災
訓

練
に
は
多
数
ご
参
加
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
十
月
二
十
七
日
に
は
、

区
民
会
館
駐
車
場

に
於

て
放
水

訓
練
を
行

い
、
区
三
役

・
代
議

員

・
消
防
委
員

・
自
営
消
防
等

多
数
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

又
各
家
庭

に
お
い
て
も
、
非
常

持
ち
出
し
袋

の
点
検
等
も
時

々

行

っ
て
頂
き
、
災
害

の
場
合

の

心
掛
け
を
忘
れ
ず
、
火
災
予
防

に
も
気
を
配

っ
て
頂
く
よ
う
、

お
願

い
し
ま
す
。

氏
子
総
代
の

紹
介
と

一
言

総
代
長
上

沼

政

夫

区
民
氏
子
の
皆
様
、
新
年
あ

け
ま
し
て
御
目
出
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
神
社

の
氏
子

総
代

の
改
選
が
あ
り
、
次

の
方

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会

十
五
年
度

新
組
織
体
制

幹
事
長

近

藤

斌

彦

昨
年
十
二
月
改
選
と
な

っ
た

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会
が
、
幹

事
会
を
中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
伝
統
あ
る
春
の
祭
典
を

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
成
功
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

△
ム
　
　
　
　
卦
醐

◎
幹
事
会

幹

事

長

大
屋
敷
清
利

湯

沢

操

一

小
宮
山
佳
子

近

藤

斌

彦

龍

口

平

八

松

村

修

平

近

藤

斌

彦

放 水 訓 練

事
幹
事

冨ll

幹
事
匡
■て

相   副 会
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役   長 長

冨||

音F
ビ
■て

冨||

備
ロロ
幹
事

幹 備 副 会
△
7ヽ

言十言十

″

獅
子
曳
き
部
長

副

部

長

が
選
任
さ
れ
、　
一
区
木
下
三
治
、

二
区
宮
澤
務
、
三
区
上
沼
政
夫
、

四
区
池
田
達
夫
、
五
区
小
川
勝

司
、
六
区
市
岡
治
男

の
各
氏
が

平
成
十
五
年

・
十
六
年

の
二
年

間
萩
山
神
社

の
祭
祀
に
奉
仕
す

る
事

に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
未
熟
者

の
私
た
ち

で
、
そ
の
器

で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
引
受
け
致
し
ま
し
た
。

お
受
け
し
た
以
上
先
輩

の
皆
様

に
負
け
る
こ
と
な
く

一
生
懸
命

に
務
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

氏
子

の
皆
様
方

の
御
支
援
御
協

力
を
お
願
い
致
す
次
第

で
ご
ざ

い
ま
す
ｃ

一
年
間
に
は
神
社

の
祭
典

は

大
小
合
わ
せ
十
二
回
位
あ
り
、

そ
の
都
度
氏
子
の
皆
様
、
特

に

当
番
常
会
長
さ
ん
の
方

々
に
は

深
い
御
理
解
と
御
協
力
を

い
た

だ
き
御
奉
仕
を
お
願

い
し
厳
粛

に
し
て
賑
や
か
に
祭
典
が
出
来

ま
す
事
を
願
う
わ
け

で
ご
ざ

い

ま
す
。
い

つ
も
萩
山
神
社

の
御
加
護

を
頂
き
、

こ
の
下
市

田
萩
山

の

里
が
平
穏

で
益
々
栄
え
る
事
を

皆
様
と
共

に
願
う
わ
け

で
ご
ざ

い
ま
す
。

囃
子
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長

副

部

長
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去
る
、
十
四
年
十

一
月
十
六

日

・
十
七
日

「
第
二
十
二
回
た

か
も
り
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
、
役
場
周
辺
等

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
晴
天

に

恵
ま
れ
多
く
の
人
出

で
賑
わ

っ

た
。盛
り
沢
山

の
催
し
物

の
中

で
下
市
田
区
出
店

か
ら
の
出
店
に
よ

っ
て
形
成
さ

れ
る
も
の
で
、
下
市
田
区
で
も

例
年
に
な
ら

っ
て

「
お
し
る
こ

店
」
で
参
加
し
た
。

出
店
に
携
わ

っ
た
の
は
、
副

区
長

●
コ
ミ
推
委
員

・
支
館
三

役

・
各
分
館
長

・
各
分
館
主
事

・

各
区
女
性
ふ
る
さ
と
正
副
支
部

長
に
よ
る
三
十
名
弱
の
メ
ン
バ
ー

で
、　
一
部
を
除
い
て
は
、
当
番

制
で
取
り
組
ん
だ
。

男
性
女
性
を
問
わ
ず
、
揃
い

の
赤
い
エ
プ

ロ
ン
と
バ
ン
ダ
ナ

姿
は
、
自
ず
と
や
る
気
と
連
携

を
生
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
持

ち
の
場
で
の
活
躍
ぶ
り
は
、
テ

ン
ト
内
を
活
き
活
き
さ
せ
る
も

の
と
な

っ
た
。

餡
を
練
る
人
、
大
鍋
を
か
き

混
ぜ
る
人
、
餅
を
焼
く
人
、
器

に
盛
る
人
、
客
の
応
対
、
呼
び

込
み
等
々
、
各
々
の
場
で

「
下

市
田
」
の
看
板
の
元
、
作
業
を

こ
な
し
て
い
く
。

立
ち
の
ぼ
る
湯
気
、
甘
い
匂

い
、
焼
け
る
餅
の
香
ば
し
さ
が

交
錯
す
る
テ
ン
ト
内
で
、
笑
い

声
が
は
じ
け
る
。

二
日
間
に
二
千
食
を
と
の
予

定
で
、
半
日
分
ず

つ
を
計
画
的

に
割
り
振

っ
て
進
め
て
は
み
た

も
の
の
、
ど
う
し
て
も
早
目
に

出
て
し
ま
い
、
お
断
わ
り
す
る

は
め
に
も
な

っ
て
し
ま
う
。
何

と
言

っ
て
も
、
無
料
サ
ー
ビ
ス

の
お
じ
る
こ
は
大
人
気
で
、
中

に
は
再
度
訪
れ
る

方
も
見
受
け
ら
れ

た
。
「
あ
た
た
か
く

て
美
味
し
い
な
」

と
か
、

「
甘

さ
加

減
が
丁
度
い
い
に
」

と
か
、

「
あ
れ
、

∩
ｘ∪
の
お
じ
さ
ん

も
作

っ
と
る
の
」

な
ど
の
声
援
を
受

け
て
、
長
時
間
の

立
ち
仕
事
の
疲
れ

も
忘
れ
て
、
み
ん

な
頑
張

っ
て
し
ま

ス
ノ
。

「
テ

ン

ト
村
］」

は

「
地
域

の
自
慢

・
L

と
ふ
れ
合
い
の
場
」

と
し
て
の
位
置
づ

け
が
あ
り
、
初
対

面

の
人
も
、
顔
な

じ
み
と
同
じ
よ
う

に
、
言
葉
を
交
わ

し
合

っ
て
交
流

の

場
と
な

っ
て
い
た
。

一
方
、

テ
ン
ト

内

の
仲
間
意
識

の

深
ま
り
と
共
に
、

軒
を
並

べ
た
出
店

地
区
相
互
と
も
連

帯
感
が
生
ま
れ
、

ま
さ
に
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
事
業
と
し
て

の
成
果
は
大
き
い

も
の
が
あ

っ
た
。

::.1,■
1・ :.1'I∵
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■
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盛り沢山の催し物で開催される

「
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
テ
ン
ト
村
」

も
役
場
駐
車
場
に
設
営
さ
れ
、

町
内
各
地
区
か
ら
の
出
店
で
、

ふ
る
さ
と
祭
り
の
盛
り
上
げ
に

一
役
か

っ
た
。

此
の

「
テ
ン
ト
村
」
は
、
町

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会

が
中
心
と
な

っ
て
、
各
々
の
区_an■r

*,_- --.:+-.---

ロ

今
年
も
新
規
図
書
を
三
十
六

冊
購
入
致
し
ま
し
た
。
区
民
会

館
の
図
書
の
存
在
や
借
用
方
法

が
、
理
解
さ
れ
て
き
た
た
め
か
、

こ
の

一
年
の
延
べ
貸
出
図
書
数

は
百
九
十
五
冊
に
の
ば
り
、
前

年
の
約
二
倍
と
い
う
冊
数
で
し

た
。
今
年
も
、
読
み
た
い
本

・

読
ま
せ
た
い
本
を
揃
え
ま
し
た

の
で
、
是
非
ご
来
館
下
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
主
な
購
入
図
書
を

紹
介
致
し
ま
す
。

物
理
屋
に
な
り
た
か

っ
た
ん

だ
よ

・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｘ

ｏ
田

中
康
夫
研
究

ｏ
半
落
ち

・
な
ぜ

あ
の
人
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

あ
る
の
か

・
標
円
走
路

・
釈
迦

・

拉
致
の
海
流

・
輝
け
る
子

・
ア

ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を

・
ハ

リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
炎
の
ゴ
ブ
レ
ッ

ト
・
情
け
の
力

ｏ
天
国
の
本
屋

・

青
空
の
む
こ
う
　
他

ヽヽ

HE ＼
:＼

ー

ヽ
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昌
貝
　
ロニ笏

議
、並

代

公
民
館
事
業

は
支
館
と
分
館

で
″何
う
″何
苗
ず
で

す
が
、
各
分
館

で
を何
う
一事
業
（は

多
岐

に
亘
り
ま

す

の
で
、

こ
こ

で
は
支
館
と
し

て
行
わ
れ
た
大

き
な
二

つ
の
事

業

に
絞
ら
し
て

も
ら
い
ま
す
。

一
つ
は
萩

の
里
祭
り
で
す
。

こ
の
祭
り
は
始
め
か
ら
区
民
全

体

で
行
う
祭
り
と
し
て
の
位
置

づ
け
か
ら
、
多
く
の
人
が
集
ま

る
事
が
出
来
る
素
晴
ら
し
い
祭

り
で
す
。
祭
り
の
後

の
片
付
け

も
良
く
、
翌
朝

の
区
民
広
場
は

す
が
す
が
し
く
感
じ
る
程

で
し

た
。
尚
、
出
来
れ
ば
若

い
人
達

の
バ
ン
ド
の
演
奏

に
今
少
し
時

間
を
取
る
事
が
出
来
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

文
化
祭
り

・
敬
老
祭

で
は
、

限
ら
れ
た
会
場

で
の
文
化
祭
り

は
、
日
頃

の
区
民

の
方
々
の
文

化

に
対
し
て
の
思
い
が
、
見
る

人
の
心
に
伝
わ
る
出
来
栄
え
で
、

出
来
れ
ば
今
少
し
大
き
な
場
所

で
展
示
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
敬
老
祭
に
つ
い
て
は
今
年

度
は
今
田
人
形
が
舞
台
に
掛
か

り
ま
し
た
が
、
そ
の
素
晴
ら
し

い
出
来
栄
え
に
参

観
者

一
同
大
満
足

で
し
た
。
下
市
田

区
民
の
為

に
演
じ

て
下
さ

っ
た
今
田

人
形
座

の
方
々
に

は
大
変
な
感
謝

で

あ
り
ま
す
。
今
後

の
祭
り
に
も
区
民

皆

で
楽
し
め
る
よ

う
な
伝
統
芸
能
を

取
り
入
れ
る
事
が

出
来
れ
ば
と
強
く

思
い
ま
す
。
又
演

目

の
合
間
に
行
わ

れ
た
解
説
な
ど
も

大
変
楽
し
く
有
意

義
な
も
の
で
、
も
っ

と
大
勢

の
区
民
が

見
ら
れ
る
様
な
工

夫
も
大
事
か
と
思

い
ま
す
。

文
化
祭
り
に
併

せ
て
行
わ
れ
た
ぐ

る
リ
ウ
ォ
ー
キ

ン

グ
も
区
内
の
史
跡
な
ど
を
知
る

上
で
大
変
良
い
企
画
で
し
た
。

今
後
の
公
民
館
の
事
業
も
何
か

一
つ
プ
ラ
ス
す
る
事
も
大
切
な

事
と
思
い
ま
す
。

分
館
長
会
長

Ｌ
＝
・　
　
　
ニム

■
笹
・　
　
　
司
「

催
さ
れ
熱
競

に
て
終
わ

る

。又
支
館
で
は
萩
の
里

祭
り
が
区
民
の
皆
様
の

一　

任
期
二
年
間

一
の
支
館
活
動
は
、

一
我
々
部
員
に
と
っ

一
て
、
四
部
五
十

一
人
規
模
の
組
織

一
か
ら

一
部
二
十

一
人
規
模
の
組
織

一
に
変
更
し
た
最

一
初
の
年
で
あ
り
、

¨
誰
に
も
頼
れ
な

一
い
手
探
り
の
部

一
員
活
動
で
し
た
。

今
年
度
に
入

っ
て
二
月
中
旬

熱
気
あ
ふ
れ
る
中
、
盛
大
に
て

に
、
町
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
　
閉
じ
る
。

ぶら、みヽ ´ヽ ら、ら、ら

加
し

て
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し

た
。町
の
ス
ポ
ー
ツ
大
△
（

ス
ロ
ー

ピ

ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
ソ
フ

ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
が
開

し

て
チ
ャ
ン
ス

ボ
ー
ル

・
ペ
タ

ン
ク

‥
千
ン
ボ
ー

ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
四
月

に
新
年

度

の
計
画
が
さ

れ
、
公
民
館

・

支
館

・
分
館
共

に
ス
タ
ー
ト
す

る
）。分
館

で
は
ス

ポ
ー
ツ
大
会

・

演
芸
大
会

・
カ

ラ
オ
ケ
大
会
等

実
施
さ
れ
た
。

ふ
れ
あ
い
学
習

に

つ
い
て
、
小

中
学
生

の
週
五

日
制

に
対
応
し

て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
推
進
視
察

研
修
実
施

に
参

盆
野
球
大
会
、
地
域

の
運
動

会
、
区
文
化
祭
り

●
敬
老
会
、

今
回
初

の
試
み
今
田
人
形
浄
瑠

璃
が
導
入
さ
れ
大
変
好
評

で
し

た
。町
の
み
ん
な
で
歩

こ
う
秋

の

た
か
も
り
を
実
施
。
公
民
館
文

化
祭
り
が
、
今
年
度

は
想
像
し

て
ご
ら
ん
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲

げ
ら
れ
て
町
内
各
文
化
グ

ル
ー

プ
の
展
示
や
発
表
会
が
行
わ
れ
、

ふ
る
さ
と
祭
リ

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

村
地
域

の
出
店
が
有
意
義

に
過

ご
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

一
年
を
振
り
返

っ
て
見
ま
す

と
色
々
な
足
跡
が
あ
り
ま
す
。

一　
つ

一　
つ
の
を何
菫
ず
が
比
日
の
″行
動
´

に
現
わ
れ
、
楽
し
く
、
元
気

で

活
発

に
出
来
た
事
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
大
勢

の
人

の
ふ
れ
あ

い
対
話
、
対
応
を
大
切

に
協
力

し
頑
張
り
ま
す
。

昭

長

十ひ

７Ｐ
土
口　
土
凰
】

館

、市

支
支
館
長
を
除
い
た
他
の
者
は
支

館
の
事
業
経
験
が
無
く
、
当
初

は
不
安
で
し
た
が
、
先
輩
方
の

助
言
も
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い

く
う
ち
に
、
開
き
直
り
に
も
似

た
覚
悟
が
出
来
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
支
館
の
事
業
は
、
「
図

書
」
を
除
け
ば

「
町
議
と
の
懇

談
会
」
「萩
の
里
祭
り
」
「文
化

祭
り

・
敬
老
会
」
「
区
報
館
報

編
集
」
の
四
分
野
と
な
り
ま
す
。

「
全
事
業
を
全
部
員
で
や
る
ん

だ
」
と
い
う
体
制
で
臨
み
ま
し

た
が
、
各
事
業
に
、
区
を
始
め

各
方
面
の
方
々
に
御
助
力
を
頂

き
ま
し
た
。
特
に
分
館
の
方
々

に
は
大
き
な
力
添
え
を
頂
き
ま

し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
御
座

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
全
力
で

取
り
組
み
、
思
い
出
や
反
省
す

べ
き
事
も
出
来
ま
し
た
。　
一
年

目
の

「萩
の
里
祭
り
」
で
は
、

電
源
や
舞
台
作
り
の
安
全
性
が

彦

問
題
と
な
り
、
二
年
目

に
は
対

策
を
考
え
改
善
し
ま
し
た
。
二

年
目
の

「
文
化
祭
り

・
敬
老
会
」

の
文
楽
は
大
成
功

で
し
た
が
、

新
し
い
企
画
を
入
れ
る
こ
と
の

難
し
さ
も
知
り
ま
し
た
。　
一
年

目
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
二
年
目

は
よ
り
完
成
し
た
形
を
目
指
し

ま
し
た
が
、
や
は
り
、
二
年
目

に
は
二
年
目
な
り
の
反
省
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
今
後
新
し
い
支

館

の
方

々
で
研
究
し
て
い

っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
二

年
目

で
は
、
部
員
達
に
も
余
裕

が
出

て
き
て
、
物
事
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
し
た
が
、
少
数
部

員

で
上
記
事
業
を
こ
な
し
て
い

く
の
は
、　
一
人
当
た
り
の
責
任

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
机
上

の
計
算
だ
け
で
は
計
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
部

員
の
ご
苦
労
以
上
の
そ
ん
な
負

担
を
、
新
部
員
達
は
耐
え
て
き

ま
し
た
。

思
え
ば
、
優
秀

で
素
晴
ら
し

い
部
員
に
支
え
ら
れ
て
今
日
を

迎
え
た
部
長

で
し
た
。
感
謝

の

気
持
ち

で

一
杯

で
す
。
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高

寿小
△
〓
↓
小
＋
↑

苗
心

思
い
起
こ
せ
ば
月
日
の
経

つ

の
は
早
い
も
の
で
、
公
民
館
の

皆
さ
ん
の
御
骨
折
り
で
昭
和
五

十
九
年

一
月
下
市
田
区
報
第

一

号
が
発
刊
に
な
り
、
平
成
七
年

九
月

一
日
付
で
区
報

・
館
報
と

な
り
、
今
回
で
五
十
四
号
と
続

き
ま
し
た
。

平
成
十
年
に
は
町
公
民
館
の

組
織
改
編
に
伴
い
支
館
と
分
館

と
な
り
、
事
業
も
大
幅
に
増
加

し
、
館
長
さ
ん
始
め
役
員
や
係

の
皆
様
大
変
御
苦
労
の
こ
と
と

推
察
し
、
心
か
ら
深
く
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
公
民
館
の
仕
事
は
多
岐

に
亘
り
広
い
事
業
で
あ
り
、
私

等
高
齢
者
が
深
く
期
待
し
て
い

る
事
業
で
は
、
萩
の
里
祭
り
や

文
化
祭
り

・
敬
老
祭
が
あ
り
ま

す
。
敬
老
祭
に
は
招
待
し
て
頂

き
ク
ラ
ブ
皆
様
の
書

・
絵
画

ｏ

生
花

・
盆
栽

・
手
芸
を
見
せ
て

頂
き
、
茶
道
ク
ラ
ブ
で
は
そ
ば

鰻
頭
を
先
に
食
べ
て
お
茶
を
飲

む
よ
う
に
と
教
え
て
頂
き
ほ

っ

と
し
ま
し
た
。
午
後
は
喜
寿

・

米
寿

・
卒
寿
の
皆
さ
ん
を
表
彰

し
て
頂
き
、
酒
と
折
が
配
ら
れ

ス
テ
ー
ジ
で
は
多
彩
な
催
し
物

で
賑
や
か
に
始
ま
り
、
特
別
今

年
は
今
田
人
形
の
公
演
が
、
長

時
間
舞
台
狭
し
と
熱
演
さ
れ
感

動
し
ま
し
た
。
毎
年
新
し
い
企

画
を
取
り
入
れ
た
り
、
前
年
を

参
考
に
し
て
再
三
打
合
せ
を
行

い
、
資
料
収
集
し
て
実
施
計
画

を
ま
と
め
る
心
遣
い
は
、
本
当

に
大
変
な
事
と
推
察
致
し
ま
す
。

萩
の
里
祭
り
は
夜
の
祭
り
で

野
天
で
行
い
ま
す
の
で
、
天
候

に
配
慮
し
た
り
、
舞
台
作
り
等

大
事
業
で
あ
り
、
遂
行
さ
れ
る

皆
様
に
敬
服
致
し
ま
す
。

高
齢
者
も
こ
う
し
た
催
し
に

は
年
毎
に
参
加
者
が
増
加
し
、

久
し
振
り
に
会
え
て
話
も
は
ず

み
、
主
催
者
に
感
謝
し
な
が
ら

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

レ
し
■
月

島

直

江

公
民
館
活
動
は
、
年
間
を
通

し
て
区
民
会
館
を
拠
点
と
し
て

数
多
く
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
い
勝
手
の
良
い
区
民
会
館
が

活
動
の
大
小
を
問
わ
ず
利
用
さ

れ
て
い
る
事
は
、
予
定
の
掲
示

板
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
で
、
自

分
以
外
の
グ
ル
ー
プ
活
動
が
判

る
の
で
区
民
と
し
て
の
連
帯
感

を
持

つ
事
が
出
来
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
萩
の
里

祭
り
は
自
主
的
な
活
動
の
雰
囲

気
で
圧
巻
で
し
た
。
私
達

（下

市
田
婦
人
の
会

・
出
砂
原
女
性

ふ
る
さ
と
の
会

ｏ
日
赤
奉
仕
団
）

の
役
割
分
担
は
接
待
で
し
た
が
、

高
年
齢
者
に
も
関
わ
ら
ず
漬
物

作
り
、
盛
り
付
け
、
会
場

へ
の

運
搬
、
接
待
、
片
付
け
ま
で
女

性
部
員
の
見
事
な
準
備
と
仕
事

振
り
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
経
験
に

勝
る
若
い
女
性
部
員
の
知
恵
と

活
動
に
感
激
し
ま
し
た
。

こ
の
他
萩
山
神
社
春
祭
り
に

は
夕
祭
本
祭
に
米

一
俵
余
の
炊

き
出
し
、
屋
台
の
幌
の
補
綴
、

曳
き
布
の
ア
イ
ロ
ン
掛
け
等
、

準
備
の
手
伝
い
も
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
炊
き
出
し
お
に

ぎ
り
の
四
五
〇
食
分
は
日
赤
奉

仕
団
本
来
の
使
命
に
基
づ
く
働

き
方
で
、
貴
重
な
勉
強
と
訓
練

に
な

っ
た
事
を
感
謝
し
て
い
ま

す
。
又
、
座
布
団
カ
バ
ー
二
五

〇
枚
余
の
洗
濯
、
障
子
張
り
な

ど
出
来
る
事
を
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
女
性
団
体
は

数
少
な
く
古口
齢
化
し
て
い
ま
す
。

活
動
状
況
の
過
渡
期
で
し
ょ
う

か
。
男
女
共
同
参
画
型
社
会
実

現
の
今
こ
そ
理
解
あ
る
世
代
交

代
が
出
来
て
、
何
時
の
時
代
に

も
大
切
な
社
会
奉
仕
と
自
ら
の

向
上
の
為
に
女
性
団
体

・
日
赤

奉
仕
団
充
実
の
為
に
、
団
員
加

入
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

萩
山
神
社
の
春
祭
り
は
、
獅

子
舞
と
囃
子
屋
台
が
祭
典
を
盛

り
上
げ
ま
す
。
「
高
森
町
民
俗

芸
能
誌
」
に
よ
る
と
、
獅
子
舞

・

獅
子
曳
き
は
お
よ
そ
二
百
年
ほ

ど
前
か
ら
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
囃
子
屋
台

「嬌
春
台
」
は

そ
れ
か
ら
三
十
年
ほ
ど
後
に
建

輪
が
欠
損
し
て
し

ま
い
、
翌
平
成
十

四
年
の
祭
典
に
は

応
急
処
置
を
施
し

た
状
能
いで
祭
血
（に

臨
み
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
何

時
か
は
致
命
的
な

傷
み
が
生
ず
る
と

い
う
判
断
か
ら
、

高
森
町
に
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
助
成
金
の

申
請
を
行
い
、
早

期
の
造
り
替
え
を

計
画
し
て
き
ま
し

た
。
申
請
は
予
想

外
に
早
く
取
り
上

げ
ら
れ
平
成
十
四
年
度
助
成
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。春
祭
り
が
終
わ

っ
た
平
成
十

四
年
五
月
、
保
存
会
内
に
囃
子

屋
台
製
作
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん

だ
屋
台
を
造
り
替
え
る
こ
と
か

ら
、
保
存
会
員

（区
民
）
の
理

解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
の

考
え
に
立
ち
、
代
議
員
会
を
通

じ
て
製
作
に
至

っ
た
経
過
の
説

明
を
し
、
意
見
を
聞
い
た
上
で

製
作
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
囃
子
屋
台
を
新
調

す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
現
在
の

屋
台
を
正
確
に
復
元
す
る
こ
と
、

こ
れ
ま
で
使
い
継
が
れ
て
き
た

看
板
な
ど
使
え
る
部
品
は
後
世

■
■
■

一　

一　

】

に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
を
基
本
と

し
製
作
に
取
り
掛
か
り
、
過
ぐ

る
十

一
月
末
に
完
成
を
迎
え
翌

十
二
月

一
日
に
萩
山
神
社
境
内

に
お
い
て
完
成
披
露
と
入
魂
式

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
囃
子
屋
台
は
、

平
成
十
五
年
三
月
の
春
祭
り
に

は
晴
れ
て
そ
の
新
し
い
姿
を
皆

さ
ん
に
お
見
せ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
保
存
会
の
新
し
い
歴

史
の

一
ペ
ー
ジ
を
刻
む
に
ふ
さ

わ
し
い
賑
や
か
な
祭
典
と
な
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ど
う
か
春
祭
り
当
日
に
は
多

く
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
囃
子
屋
台
お
披
露

目
の
お
祭
り
を
御
覧
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

日

赤
奉
仕
団

造
さ
れ

祭
り
が

段
と
賑
や

マ
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製
の
す
だ
れ
と
提
灯
で
飾
ら

れ
優
雅
な
趣
を
添
え
て
い
る
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
歴
史
あ
る
囃
子
屋
台
は

永
年
の
使
用
に
耐
え
き
れ
ず
、

こ
れ
ま
で
に
も
何
回
か
の
修
繕

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
十
三
年
の
祭
典
で
は
、
車

ロ

近 藤 斌 彦
か
に
な

っ
た

と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
同
誌

に
よ
る
と
、

従
来

の
囃
子

屋
台
は
い

つ

頃
造
ら
れ
た

か
定
か
で
は

長

な
い
が
、
正

轄
面
六
尺
、
側

会

面
九
尺
の
総

肺
桧
造
り
で、

能

正
面
と
側
面

増
　
の
腰
板
は
欅

卿
　
の
厚
板
が
使

萩
　
ゎ
れ
て
お
り
、

屋
台

の
周
囲

は
三
尺
幅

の

鳩
．1

辞
|「

ヽ
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下
市
田
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

一区
出
身

寺

沢

昌

治

（東
京
都
八
王
子
市
在
住
）

六
十
八
歳
ま
で

現
役

で
会
社
勤

め
を
し
ま
し
た

が
、
二
〇
〇
三

年
は
古
希

（七

十
歳
）
を
迎
え

る
年
齢
と
な
り
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
昭
和
二
十
七
年

に
飯
田
高
校
を
卒
業
し
て
、
故

郷
市
田
を
離
れ
、
大
学
受
験
を

試
み
て
上
京
し
ま
し
た
。
高
校

卒
業
後
昨
年
の
十
月
十
八
日
飯

田
高
校
卒
業
五
十
周
年
記
念
行

事
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
残

念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
旅
行

中
で
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
五
十
七
年
中
大
半
の
五

十
年
を
色
々
と
経
験
を
積
み
生

き
抜
い
て
来
た
わ
け
で
す
が
、

全
力
投
球
で
精

一
杯
の
生
活
を

や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
、
本
当
に
夢
の
様
で
あ
り
、

ご
協
力
者
に
対
し
て
感
謝
の
念

で

一
杯
で
す
。

私
も
何
度
か
大
学
受
験
は
失

下
市
田
区
の
皆
さ
ん
、
長
寿

県
、
特
に
男
は
沖
縄
を
抜
き
第

一
位
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
健
康
な

寿
命
を
保

っ
て
頂
き
た
い
も
の

で
す
。
今
回
区
報

「萩
の
郷
」
の
原

稿
依
頼
を
委
員
の
北
沢
安
子
さ

ん
か
ら
連
絡
を
頂
き
、
お
受
け

致
し
ま
し
た
。
当
初
は
十
月
十

五
日
で
締
切
り
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
生
憎
そ
の
頃
は
日
本
を

離
れ
、
米
国
シ
ア
ト
ル
に
義
弟

の
娘
の
結
婚
式
で
出
席
旅
行
中

で
あ
り
、
原
稿
が
役
立
た
ず
で

あ
り
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
現
在
私
は
八
王
子
市
に
妻
と

娘
の
二
人
暮
ら
し
で
居
り
ま
す
。

敗
し
、
浪
人
生
活
を
経
験
し
た

者
で
す
が
、
目
的
通
り
進
む
こ

と
が
出
来
、
卒
業
と
同
時
に
大

手
百
貨
店

「
三
越
」
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
「
農
家

の
息

子
が
商
人
に
な
る
の
か
」
と
よ

く
言
わ
れ
ま
し
た
。
農
業
は
土

地
と
伝
統
を
大
切
に
。
商
人
は

浮
き
草
稼
業
で
根
を
下
ろ
し
た

と
こ
ろ
で
頑
張
る
。
お
陰
様
で

定
年
ま
で
根
を
下
ろ
し
て
、
商

人
と
し
て
生
き
抜
け
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
康

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
環
措
綱
配
肇

地
球
温
暖
化
現
象
。

や
は
り
こ
こ
数
年

前
よ
り
、
大
き
な

問
題
に
な

っ
て
い

る
。
昔
、
雪
が
よ

く
積
も

っ
た
も
の

だ
が
、
そ
の
雪
も

あ
ま
り
積
も
る
こ

と
は
な
い
。
今
も
寒
い
日
は
、

何
日
か
は
あ
る
が
、
春
の
訪
れ

も
早
い
。
夏
も
年
々
最
高
気
温

が
上
が
り

つ
つ
あ
る
。
去
年
、

日
本
の
中
で
は
、
最
高
気
温
四

十
度
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
人
間
が
住
め
な
い
。

生
き
て
い
け
な
い
地
球
に
な

っ

て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
為
に
十
二
月
よ
り
、

一
般
の
ゴ
ミ
は
、
燃
や
し
て
は

い
け
な
く
な
っ
た
。
資
源
ゴ
ミ
ヽ

地
球
に
つ
い
て
考
え
る

今
、
地
球
が
あ
ぶ
な
い
。
人

間
が
、
生
き
て
い
る
地
球
。
そ

の
人
間
が
、
地

球
を
お
い
こ
ん

で
い
る
。

曰蓼
近
の
ニ
ュ
ー

ス
の
中

で
も
よ

い
情
報
は
な
い
。

二
年
程
前

の
、

オ

サ

マ

ｏ
ビ

ン

・
ラ
デ

ィ

ン
に

よ

る
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

の
同
時

多
発
テ
ロ
。
最
近
で
は
北
朝
鮮

の
核
開
発
。
そ
し
て
戦
争
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
不
生
為

人
間
と
い
う
の
は
、
誕
生
し
て

か
ら
戦
争

・
争
い
が
絶
え
な
い
。

な
ぜ
だ
ろ
う
？

悲
し
い
限
り

で
あ
る
。

十
二
月
二
十
四
日
、
夜
の
テ

レ
ビ
ジ

ョ
ン
放
映
で
、
平
谷
村

の
中
学
生
が
、
村
政
に
参
画
す

る
、
と
あ
り
ま
し
た
。
長
野
県

知
事
に
始
ま
り
、
泰
阜
村
村
長

の
様
に
、
行
政

へ
の
姿
勢
は
、

い
わ
ゆ
る
、
町

・
村
民
の
立
場

に
立

っ
た
、
ま
さ
し
く
誠
意
の

行
政
だ
。
実
に
立
派
だ
。
他
の

町
村
も
、
是
非
、
ぜ
ひ
、
見
習

題

五

区

　

Ｔ

　

ｏ
　

Ｔ

う
べ
き
だ
と
思
う
。
町
民
の
為
、

と
言
う
意
識
が
あ
る
の
な
ら
、

現
行
の
行
政
運
営
方
法
に
、
無

駄
な
費
用
が
使
わ
れ
て
い
る
実

情
が
、
多
々
あ
る
の
で
は
な
い

の
か
。
此
の
不
況
下
、
必
死
で

納
め
る
血
税
を
、
燃
え
る
火
の

中
に
投
げ
こ
む
様
な
使
い
方
は
、

止
め
て
欲
し
い
。
其
の
点
わ
が

町
は
如
何
な
も
の
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
達

一
人

一

人
が
、
も

っ
と
真
剣
に
行
政
を

見
届
け
て
行
か
な
い
と
、
益
々

酷
い
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
其

の
為

に
大
切
な
事

は
、
町
民
の
悲
痛
な
叫
び
が
、

議
会

に
、
行
政

に
届
く
様
、
努

力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
け
れ

ど
、
其

の
方
法
は
、
皆

で
考
え

て
行
け
ば
、
き

っ
と
良
き
案
が

生
ま
れ
る
と
思
う
。
人

の
上

に

立

つ
者
は
、
人

の
言
う
事
を
良

く
聞
け
る
人
だ
、
と
、
書
か
れ

て
い
た
が
、
全
く
其
の
通
り
。

町
内

に
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

達
が
い
る
。
頭
の
下
が
る
思

い

だ
。
私
は
、
高
齢

で
何

に
も
出

来
な
い
け
ど
、
此

の
町
に
も
町

民
オ

ン
ブ
ズ

マ
ン
を
立
ち
上
げ

て
、
そ
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

平
成
十
五
年
は
、
少
し
で
も

明
る
い
話
が
欲
し
い
。

缶

四
区

田

切

和

孝

埋
め
立

て
ゴ
ミ
、
燃
え
る
ゴ
ミ

な
ど
の
区
別
。
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
め
ん
ど
く
さ
い
と
思

っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
う

い

っ
た
事
が
、
地
球
温
暖
化
を

防

い
で
い
る
。

一
歩

一
歩

の
積

み
重
ね
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
人

一
人
が
、
意
識
を
も

っ
て

や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
あ
る
。

地
球
を
守

っ
て
い
か
な
け
れ

ば

い
け
な
い
。
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マ
ラ
ソ
ン
大
会

か
す
が
先
生
が
　
も
だ
ち
と

き

ょ
ね
ん
よ
り
　
足
が

つ
っ

小
二　
て
ら
さ
わ
ゆ
う
き
（一区）
調
川
「解
引
配

十

一
月
十
四
日
に
校
内

マ
ラ
　
て
い
け
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

ソ
ン
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
き
ょ
　
だ
か
ら
が
ん
ば
ろ
う
と
お
も
い

ね
ん

一
年
生
だ

っ
た
ぼ
く
は
、
　

ま
し
た
。
そ
し
て
大
会
の
じ
か

一
位
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
ん
が
き
ま
し
た
。
ど
き
ど
き
し

だ
か
ら
二
年
生
に
な

っ
た
こ
　
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
た

と
し
も

一
位
に
な
り
た
い
と
お
　
ち
ま
し
た
。

も
い
ま
し
た
。
二
し

ゅ
う
か
ん

ぐ
ら
い
ま
え
か
ら
、
学
校

へ
は

じ

っ
て
い

っ
た
り
、
学
校

の
こ

う
て
い
で
な
ん
じ

ゅ
う
は
し
れ

る
の
か
？

な
ど

の
れ
ん
じ

ゅ

う
を
し
ま
し
た
。
た
ん
に
ん
の

業
を
や
っ
て
み
た
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
ま
で
大
雨
で
ダ
ム
の
水
が

あ
ふ
れ
て
、
川
で
キ
ャ
ン
プ
を

し
て
い
た
人
た
ち
が
な
が
さ
れ

て
し
ま
う
事
件
や
、
火
事
で
、

火
が
燃
え
上
が

っ
て
け
む
り
で

死
ん
で
し
ま
う
事
件
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
僕
は
、

そ
う
い
う
人
た
ち
を
助
け
る
仕

0.       ●
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か
か

っ
て

こ
ろ
び
ま

し
た
。

で

も
す
ぐ
た

ち
あ
が

っ

て
は
し
り

ま
し
た
。

グ

ラ

ン
ド

い
ち
に

つ
い
て
、

ヨ
ー
イ
、
　

を
は
し

っ
て
い
る
と
き
は
二
位
　
ゴ
ー
ル
し
て

一
位

に
な
れ
ま
し

ド
ン
〃
¨
て

っ
ぽ
う

の
あ

い
ず
　
だ

っ
た
け
ど
、
グ
ラ
ン
ド
を
出
一　
た
。
し
ょ
う
じ
ょ
う
と
金

メ
ダ

で
み
ん
な
は
し
り
だ
し
ま
し
た
。
　
る
と
き
は
、　
一
人
ぬ
い
て

一
位
　
ル
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
み
ん
グ
ラ
ン
ド
を
二
し
ゅ
　
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

こ
　
　
お
と
う
さ
ん
も
お
か
あ
さ
ん

う
し
て
、
み
ち

へ
で
て
は
し
り
　
の
ま
ま

一
位
に
な
れ
る
か
な
ぁ
、　
も
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
グ
ラ
ン
ド
　
と
お
も

っ
て
が
ん
ば

っ
て
は
し
　
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と

一

を
は
じ

っ
て
い
る
と
き
に
、
と
　
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
　
位

に
な
り
た
い
で
す
。

「
工

上
■
上
＝
ニ
ユ
■
＋
キ
＋
■
十
十
十
十
十
十
■
■
■
■
■
■
Ｔ
Ｔ
Ｔ
工

上
＝
上
ユ
鼻
♯
年
十
■
♯
キ
十
十
十
十
十
■
■
■
■
Ｔ
Ｔ
■
■

＝
Ｉ

⊥
１

艦仄　
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中
一
和
田
拓
磨
（三
区
）
は■
「一「臓
ち鮮
″一」款
巧亀
一％悔

僕
の
夢
は
、
消
防
士
に
な
る
　
は
、
と
て
も
カ

ッ
コ
い
い
仕
事
　
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

こ
と
で
す
。
な
ぜ
こ
の
職
業
に
　
だ
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
　
　
　
は
、
勉
強
で
す
。
勉
強
を
が
ん

つ
こ
う
と
思

っ
た
か
。
理
由
は
　
　
そ
し
て
も
う

一
つ
、
な
り
た
　
ば

っ
て
、
自
分
の
行
き
た
い
高

二
つ
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
い
仕
事
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
　
校
に
行
き
、
自
分
の
夢
を
、
実

一
つ
目
は
、
人
を
助
け
る
職
　
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
医
者
で
す
。　
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ろ
う
と
思

っ
た

の
か
と
言
う
と
、
僕
の

す
ご
く
仲
の
い
い
友
達

が
、
い
ま
不
登
校
だ
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
そ
の

友
達
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
人
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
し
て
あ
げ
て
、
僕
の

力
で
少
し
で
も
多
く
の

ハ
黒
織

右がゆうきくん

一■
″
万
■旅
一

編
一

●

■

■
今
年
は
冬
場
を
避
け
る
意
味

で
、
こ
の
時
季
を
選
び
計
画
し

た
処
、
多
数
の
参
加
を
頂
き
、

普
段
、
と
も
す
る
と
お
互
い
疎

遠
に
な
り
が
ち
な
こ
の
世
相
に

於
て
、
心
を

一
つ
に
今
迄
支
館

事
業
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
来

た
仲
間
と
、
こ
の
様
な
親
睦
を

含
め
た
研
修
旅
行
が
出
来
た
事

を
有
難
く
、
又
、
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。

バ
ス
道
中
に
於
て
は
紅
葉
を

背
に
、
又
、
海
岸
近
く
に
は
雄

大
な
海
に
浮
か
ぶ
輸
送
船
や
ら

漁
船
、
そ
し
て
サ
ー
フ
ィ
ン
に

興
じ
る
若
者
達
。
バ
ス
は

一
路

野
間
大
坊

へ
と
。
そ
し
て
支
館

の
益
々
の
発
展
と
、
そ
し
て
委

員
各
々
、
家
内
安
全
、
健
康
等
々

厄
除
祈
願
し
て
参
り
ま
し
た
。

知
多

・
師
崎
に
て
新
鮮
な
活
魚

料
理
を
舌

つ
づ
み
。
皆
心
身
共

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
又
、

下
市
田
支
館
編

集
委
員
は
、
去
る

十

一
月
二
十
四
日

愛
知
県
知
多
半
島

へ
の
研
修
旅
行
に

行

っ
て
来
ま
し
た
。

幸

い
好
天

に
恵
ま

れ
、　
一
同
初
冬

の

楽
し
い

一
時
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

え
び
せ
ん
の
里
、
豊
浜
さ
か
な

市
場
で
は
友
人
、
知
人

へ
の
お

土
産
を
両
手
い
っ
ぱ
い
に
抱
え

込
む
人
々
。

下
市
田
支
館
の
役
員
と
し
て

残
り
わ
ず
か
の
任
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
振
り
返
れ
ば
萩
の
里

祭
り

●
敬
老
会

・
文
化
祭
等
々

に
於
て
多
く
の
区
民
の
皆
様
と

接
す
る
機
会
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
持
た
れ
た
事
な
ど
を

考
え
る
と
、　
一
面
楽
し
い
想
い

出
と
な
る
事
か
と
思
い
ま
す
。

支
館
の
活
動
如
何
に
よ

っ
て
、

下
市
田
、
い
や
高
森
町
が
温
も

り
の
あ
る
人
に
優
し
い
町
作
り

が
出
来
る
か
に
か
か

っ
て
い
る

と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
各
位
に
於
か
れ
て

は
あ
ら
ゆ
る
シ
ュ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
も
負
け
ず
、　
一
層
頑
張

っ

て
行
こ
う
で
は
な
い
か
。

田
中
幸
蔵
記
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・
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四
区

漸
進
会

　

　

　

卿
対
輌
い
ち
再

池
一
田

一日

Ｐ人
　
　
夕
映
道
路
を

「地
域
の
一筆
２
一　
利
用
し
て
の
約
ニ
キ
ロ
の
コ
ー

の
ペ
ー
ジ
を
お
借
　
ス
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
り
？

）

り
し
て
下
市
田
四
　
中
学
生
を
先
頭
に
次
々
と
ゴ
ー

区
漸
進
会

（
″
ぜ
　
ル
。
参
加
者
全
員
心
地
よ
い
汗

ん
じ
ん
か
い
″
と
　
を
か
い
て

一
年
の
ス
タ
ー
ト
を

読
み
ま
す
）
に
つ
　
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
て
紹
介
さ
せ
て
　
　
そ
の
後
生
活
セ
ン
タ
ー
前
に

い
た
だ
き
ま
す
。
　

お
い
て
参
加
者
全
員
で
記
念
撮

四
区
に
居
住
す
る
青
壮
年
層

で
組
織
す
る
漸
進
会
は
、　
一
時

期
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
地
域
の
中
か
ら
活
動
の
再

開
を
望
む
声
が
高
ま
り
、
活
動

を
再
開
し
ま
し
た
。

元
旦

マ
ラ
ソ
ン
が
先
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

今
年
で
十
二
回
目
を
数
え
る

漸
進
会
主
催
の
元
旦

マ
ラ
ソ
ン

が
、　
一
月

一
日
の
午
前
中
、
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
と

す
る
約
ニ
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
風
も
無
く
厳
し
い
寒

さ
か
ら
も
開
放
さ
れ
た
穏
や
か

な
新
春
の
日
差
し
の
中
、
地
元

四
区
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内

か
ら
も
多
く
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
午
前
九
時
三
十
分
生
活
セ

ン
タ
ー
前
を

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

萩
山
神
社
ま
で
の
約

一
キ

ロ
は

足
慣
ら
し
。
神
社
で
は
参
加
者

全
員
で
初
詣
の
参
拝
を
行
い
、

影
を
行
い
、
豪
華
商
品
に
よ
る

表
彰
式
の
後
、
全
員
で
乾
杯
を

行
い
交
流
を
深
め
、
来
年
も
全

員
参
加
す
る
こ
と
を
誓
い
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

来
年
以
降
も
継
続
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

元

日
一
マ

ラ

ン

ン

グループ紹介

ビ
ク
ス
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

平
成
十
二
年
九
月
に
発
足
し

毎
週
水
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら

十
二
時
頃
ま
で
、
下
市
田
区
民

会
館
の
大
ホ
ー
ル
で
、
軽
快
な

音
楽
の
も
と
、
気
持
ち
良
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生

は
松
川
町
に
お
住
ま
い
の
伊
東

い
づ
み
先
生
で
、
小
学
生
二
人

の
お
子
さ
ん
を
持

つ

元
気

い

っ
ぱ
い
の
マ

マ
さ
ん
で
す
。
以
前

保
育
士
を
さ
れ
て
い

た
事
も
あ
り
、
私
た

ち
の
や
る
気
を
上
手

に
引
き
出
し
て
く
れ

る
先
生

で
す
。

こ
の
グ

ル
ー
プ
は

全
員
が
子
育

て
真
最

中

で
、
ほ
と
ん
ど
が

未
就
園
児
の
子
供
を

持

つ
仲
間
で
す
。
毎

週
水
曜
日
の
朝
と
な

る
と
子
供
た
ち
を
送

嗜

り
出
し
、
家
事
を
手

も

い
ま
す
が
、

Ｔ

シ

ャ

ツ

十

ジ

ャ
ー
ジ
と
い
う
簡
単
な
格
好

で
気
軽

に
出
来
ま
す
。

「
私
も

や

っ
て
み
た
い
な
／
」
私

に
も

で
き
る
か
な
あ

っ
て
思

っ
て
い

る
方
、
い

つ
で
も
体
験
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ

一
緒

に
体
を
動
か

し
て
、
自
分
の
時
間
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

メ
ン
バ
ー

一
同
お
待
ち
し
て
ま
す
。

エ
ンジ
ェル
パ
ッシ
ョン
　　　．時陣一婦哄

一区
牧
野
知
子

ご
動
ｙ

私
た
ち
は
、
体
一　
に
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
と
集
ま
っ

を
動
か
す
事
が
大
　
て
来
ま
す
。

好
き
／
。
と

い
う
　
　
エ
ア
ロ
ビ
の
他
に
、
年
数
回

元
気

ハ
ツ
ラ
ツ
・
　

の
食
事
会
も
あ
り
、
和
気
あ
い

パ
ワ
ー
全
開
の
仲

あ
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

間
た
ち
が
集
ま

っ
　
　
エ
ア
ロ
ビ
っ
て
言
う
と
、
も

て
出
来
た
エ
ア
ロ
　
の
す
ご
い
格
好
を
想
像
す
る
方

五
区
分
館
長

伊
奈
川

和

彦

十
二
月

一
日
、
日
数
的
に
は

や
や
早
い
か
と
思
い
ま
し
た
が

恒
例
に
な

っ
て
お
り
ま
す
、
公

民
館
関
係
者
に
よ
る
区
民
会
館

の
年
末
大
掃
除
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
研
究
集
会
も
あ
り
参
加
し
た

為
、
予
定
よ
り
少
し
遅
れ
た
中

で
、
支
館
長
さ
ん
の
挨
拶
後
、

そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
の
場
に
分
か

れ
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

ほ
こ
り
と
ク
モ
の
巣
が
相
当

な
も
の
の
中
、
予
定
よ
り
早
め

の
終
了
と
な
り
、
会
館
は

一
足

早
い
新
年
を
迎
え
る
準
備
は
出

来
ま
し
た
。

「俺
は
年
末
に
な

っ
て
も
家

で
は
こ
ん
な
に
掃
除
を
し
な
い
」

と
か
、
「
カ
ア
チ
ャ
ン
に
言
わ

れ
る
前
に
し
て
し
ま
う
」
と
か

言
い
な
が
ら
、
見
違
え
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。

作
業
後
、
今
年
度
の
支
館

・

分
館
の
事
業
報
告
と
、
支
館
の

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。
十
三
年
度
か
ら
組

織
の
改
革
に
よ
り
、
分
館
長

・

主
事
も

一
員
と
し
て
参
加
し
て

い
る
中
で
、
こ
れ
以
上
の
事
業

は
無
理
で
は
な
い
か
と
の
意
見

も
あ
り
、
実
際
、
公
民
館

・
支

館

ｏ
分
館
の
事
業
を
消
化
し
、

町
と
関
係
部
落
の
役
員
と
し
て

務
め
る
中
で
誰
も
が
実
感
と
し

て
多
い
の
で
は
な
い
か
と
の
受

け
止
め
方
を
し
て
い
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

来
年
も
区
民
の
皆
様
の
活
動

の
拠
点
と
も
な
る
区
民
会
館
の

大
掃
除
は
、
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

内
外
の
社
会
情
勢
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
を
覚
え
る
中
で
、

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

せ
め
て
身
近
か
な
区
報

「萩

の
郷
」
く
ら
い
は
、
安
ら
ぎ
の

あ
る
紙
面
を
お
届
け
し
た
い
も

の
と
願
う
も
の
で
す
。

此
の
編
集
に
携
わ

っ
て
来
た

委
員
会
に
と

っ
て
、
本
号
が
任

期
最
終
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

十
三
年
度
か
ら
六
回
の
区
報
を

手
が
け
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

間
の
区
民
皆
様
の
ご
協
力
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
の
文
化
継
承
、
区
民
の

連
携
等
の
た
め
、
区
報
が
活
躍

す
る
事
を
祈
念
致
し
ま
す
。
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